３　バラード―深井克美と人間像の画家たち
（同時開催／かわいい？浮世絵の子どもと動物たち／現代アートの“青”）
会期：平成25年10月１日（火）～11月24日（日）

会場：北海道立近代美術館　常設展示室

主催：北海道立近代美術館
後援：札幌市、札幌市教育委員会、JR北海道

バラード―深井克美と人間像の画家たち
Human Images by Katsumi Fukai and Other Figurative Painters
　深井克美は1948(昭和23)年に函館で生まれ、幼くして父を亡くし、母の下、東京で育った。生来病気がちで小学校を一年遅れて卒業し、中学校も病院内分教室で学んだ時期があった。やがて美術に関心を持つようになり、自由美術展で西八郎の作品に感銘を受け、同氏に師事。また、一時期は武蔵野美術学園などにも通っている。その後、自由美術展を主な舞台に作品を発表するようになる。細かなタッチと寒色を主とした色彩により、内面の叫びが聞こえてくるような人物像や分裂・融合する身体、あるいは荒涼とした光景を描き、青春の苦悩と哀しみの中に美しさを秘めた独自の画風を確立した。30歳の若さで自ら命を絶った深井克美の作品は、死後、遺作展や回顧展、文章を通じて広く知られるようになった。深井の作品に見られる人生への不安や孤独、絶望、あるいは希望といったものは、また多くの芸術家にとっても重要なモチーフである。本展で紹介する他の画家たちの「人間像」ともあわせ、悩み、苦しみながらも懸命に生きる人間の姿が、美術の世界ではどのように表現されているかを紹介した。
· 展示構成

コーナーは４つ。深井克美Ⅰ「生い立ち」、深井克美Ⅱ「制作について」、深井克美Ⅲ「未完のランナー」、Ⅳ「人間像の画家たち」。

深井克美はスケッチ類以外は大体制作年順に展示し、画業がある程度辿れるようにした。展示室後半四分の一ほどが深井克美以外の作品で、12作家の各１点ずつ。
かわいい？浮世絵の子どもと動物たち
Children and Animals in Ukiyoe
浮世絵が大量に生産された江戸時代、浮世絵の美人画などに脇役として描かれた子どもや動物は、脇役とはいえ、愛すべき存在、守るべき宝として主人公を見事に盛り立て、絵の主題を成立させる重要な要素となった。その事実は、繰り返し同様のテーマが描かれていることからも確かと言える。江戸時代と現代とでは子どもや動物のありようも変化しているが、浮世絵のなかに生き生きと描かれているそのすがたは、物語性を強め、豊かな解釈を可能にし、鑑賞の楽しみを広げる興味深いモチーフとして、昔も今も愛されている。
本展では、母に抱かれる赤子から大人に寄り添いつつ成長する子どもたちまで、また、犬や猫などの身近な動物から山海に生きる多様な生きものまで、浮世絵のなかで息づく子どもと動物のすがたに着目し、浮世絵の新たな魅力を発見していただいた。
●展示構成

浮世絵にみる子ども
　　　　　Ⅰ　赤ちゃん　Ⅱ　幼児　Ⅲ　少年少女

　浮世絵にみる動物
　　　　　Ⅰ　犬　　Ⅱ　猫　　Ⅲ　多様な生きもの
現代アートの“青”
Meaning of Blue

「青」は、北海道を象徴する色彩のひとつである。その冷涼な感触や短い夏の空、どこまでも続く海、雪の影、また長期間にわたる冬の憂鬱さ、静謐さなどさまざまなものを象徴する。さらに青は古来より、いのちや死や永遠といった神聖なものを象徴する神秘的な色とされてきた。

今回の展覧会では、青に焦点をおいて、戦後の作品を紹介し、作家たちがそれぞれに青という色に惹かれた多様な理由や物語を探ってみた。

例えば、モダニズム（近代主義）という戦後を総括する最も大きな美術動向は、究極的に自己消失を旨とするミニマリズムに至ったため、そこで主に使用された色は、最も自己を表現しない白、グレー、黒と言った無彩色であった。にもかかわらず、ミニマリズムと伴奏する「もの派」の李禹煥は、「線より」「点より」のシリーズの中で、青という色彩を唯一使っている。そこには、青という色の自己消失性や独自の物語が内包されているように思われる。

また、その初期に黒い線の運動による単純化した具象風景を描いていた難波田龍起は、抽象表現に移行するに従い、青を多用するようになる。そこには青が最も自らの精神世界を表現する色彩として意図的に選ばれている。

このような青の使用の裏には、さまざまな意図と内面や外界との交信があると思われる。本展覧会を通じ、少しでも青の色がもつ多様な役割と効果に、観覧者が気がつくようにと配慮して展示したが、とっつきにくいと言われる現代アートが楽しめたという評判があった。　　
●展示構成

特にコーナーは設けず、あえて具象画、抽象画、ガラス作品、海外作品などを混在させて展示した。
· 作品輸送・展示

日本通運株式会社
· 会場造作

株式会社クリエート工房
· 広報印刷物
ポスター／B２判
チラシ／A４判
印刷：株式会社さんけい
デザイン：松浦志乃
· 出品目録

A4判４頁（当館簡易印刷）
●関連事業
[美術講演会]
日時：10月５日(土)　午後２時～３時30分
講師：浅野秀剛氏（大和文華館館長）
内容：「浮世絵の魅力―高橋博信コレクションを含めて―」
会場：当館講堂
［ギャラリー・トーク］（会場はいずれも常設展示室）
日時：10月12日(土)、11月９日(土)　午後２時～２時30分
講師：地家光二（当館学芸第二課長）

内容：「深井克美―描くことと生きることと」
日時：10月19日(土)、26日(土)　午後２時～２時30分
講師：齊藤千鶴子（当館学芸員）

内容：「かわいい？―江戸の子どもvs動物」
日時：11月16日(土)　午後２時～２時30分
講師：穂積利明（当館主任学芸員）

内容：「青―異世界への入り口」
· 主な新聞・雑誌記事等
【バラード―深井克美と人間像の画家たち】
北海道新聞「ほっかいどうアート探訪」　薗部容子「哀しげな表情　母の面影も」　平成25年10月14日(月)朝刊　
【かわいい？浮世絵の子どもと動物たち】

毎日新聞　辞林欄「水滴」　齊藤千鶴子「仇と情の物語」平成25年11月9日（土）朝刊北海道版

　
